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今回事後評価を実施する理由

事業完了後一定期間が経過した事業

※「国土交通省所管公共事業の完了後の事後評価実施要領」の第３ １（１）「事業完了後一定期間が経過した事業」に該当。

●新宮川総合水系環境整備事業は、平成２９年度の水辺整備（池田港地区かわまちづくり）の事業完了に伴い、
上記理由による事後評価を実施。

【前回再評価（平成２９年度）からの主な変化】

■総便益の増加
・アンケート実施による支払意思額の増加
・基準年の違いによる集計範囲内の世帯数の減少

■B／Cの変化
・上記の要因によりB／Cが変化（小数第二位での変化）



１．事業の概要
■上位計画の位置づけ

新宮川水系（熊野川）河川整備計画（令和4年3月策定）に「3.6河川環境の整備と保存に関する目標」「4.1.2河川環境の整備と
保全に関する事項」 「4.2.3河川環境の維持に関する事項」の内容で記載

【水辺整備】
・熊野川の自然環境や文化・歴史が生きる良好な景観を保全するとともに育み賑わい創出等といった視点から地域のニーズを

踏まえた水辺空間の保全
・自然環境や水辺の文化・歴史・景観を活かしながら、人が水辺を親しめる環境づくりを行うため、沿川自治体、地元の住民

団体等の意見を聴きながら、治水上および河川利用上の安全・安心に係る河川管理施設の整備

【水環境整備】
・市田川についても、浄化用水の導水のための施設を維持管理するとともに、導水を継続して実施し、下水道整備等の関係機

関との連携、地域住民への啓発活動等により、水質の改善

■整備状況

新宮川総合水系環境整備事業 位置図

導
水
路

紀宝町

新宮市

和歌山県

三重県

池田港地区かわまちづくり
（平成17年～令和4年）

新宮川水辺プラザ
（平成13年）

市田川浄化事業
（平成3年～
平成19年）

浚渫

取水口
ゲート

揚水
ポンプ

浮
島
川

浮島の森

凡例

水辺整備

水環境整備

熊野灘

■進捗状況

【水辺整備】
整備済 低水護岸（２地区）

【水環境整備】
整備済 浚渫・導水路（１箇所）
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平成26年度完了箇所

平成26年度完了箇所

今回完了箇所

今回（令和4年度）

事業全体 残事業 事業全体

水辺整備
2地区

（1地区(整備済)）
1地区 2地区(整備済)

水環境整備 1箇所(整備済) ー 1箇所(整備済)

整備内容

前回（平成29年度）

事業期間 平成3年～令和4年（1991～2022）

事業費 約37億円



１．事業の概要

項目 諸元

流域面積 2,360km2

幹川流路延長 183km

流域内人口 約4万人

流域内市町村 5市3町6村

熊野川で営まれる御船祭

熊野速玉大社

奈良県

三重県

市田川

熊
野
川

瀞峡

熊野本宮大社

熊野那智大社

参 詣 道

新宮川水系流域図

熊野本宮大社

・ 熊野川（水系名：新宮川水系、河川名：熊野川）は、その源を奈良県吉野郡天川村の山上ヶ岳（標高1,719m）に発し、途中、
北山川と合流し熊野灘に注ぐ、流域面積2,360km2、幹川流路延長183km、流域内人口約4万人の一級河川である。

・ 流域の歴史は古く、宗教文化の中心地として知られ、特に熊野川下流域の熊野本宮大社から熊野速玉大社の間は、世界
に類を見ない世界遺産「川の参詣道」に指定されている他、歴史的資源が多数存在する。

■熊野川流域の概要

熊野灘

▲山上ヶ岳
大台ヶ原

和歌山県
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※流域内人口は「2022河川データブック」
（令和4年8月 水管理・国土保全局）の値に見直し

熊野川下流部（令和4年9月撮影）

熊野川

熊野速玉大社

市田川

※平成29年度事業評価監視委員会から変更なし



１．事業の概要（過年度完了箇所）

■事業の目的
・熊野川支川市田川、その上流の浮島川及び「浮島の森」の
水質を改善する。

■整備内容
・国：取水口ゲート N=１基

揚水ポンプ N=１基(q=1.0m3/s)
導水路延長 L=1750m 
浚渫 L=8,330m3 

・県：導水路 L=490m 
浮島の森 揚水ポンプ N=１基(q=0.03m3/s)

■事業効果の発現状況
・市田川、浮島川及び浮島の森の水質が改善され、効果が
発現されている。
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※平成26年度完了箇所評価済

■市田川浄化事業■新宮川水辺プラザ

■事業の目的
・新宮市による丹鶴城公園整備および史跡整備事業と連携し
た水辺整備により、治水上の安全性を向上させるとともに水
際部の文化資源を保全し、地域の交流拠点となるような「に
ぎわいのある水辺」を創出する。

■整備内容
・国：捨石護岸 Ｌ＝70ｍ
■事業効果の発現状況
・水際部の文化財は保全され、平成15年には国史跡に指定さ
れ、新宮市において保存修理事業が実施されるなど、文化財
保存の重要性はますます高くなっている。

・河川環境の学習の場として利用されており、また、周辺では
河川清掃が行われる等、親水性は高い。

・水際部の文化資源保全及び水辺の利用が促進され、効果が
発現されている。



計画断面図

H.W.L▽6.529

護岸・船着き場 築堤（他事業災害復旧事業）

HWL

環境事業整備範囲

２．事業効果等の確認（１／５） 池田港地区かわまちづくり

・新宮市のまちづくりと連携し、池田港の
歴史的価値（池田の渡し跡）を保全した
水辺整備により、熊野古道（川の参詣
道）とまちなかの歴史資源をつないだ水
辺の利用推進を図る。

・景観に配慮した低水護岸（L＝170ｍ）
船着場、階段・スロープ

熊野川

かつての池田港の様子
（昭和30年頃）

熊野川

整備前

蓬莱山

整備後
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■事業の目的

■整備内容

熊野川

整備範囲

平成20年撮影

概要図

令和3年撮影

熊野川

熊野川

船着場 景観に配慮した低水護岸

階段・スロープ

整備範囲

景観に配慮した低水護岸（L=170m）船着場

階段・スロープ

「まち」と「かわ」が一体となったまちづくり

※新宮市のまちづくりとして、都市計画道路の拡幅（平成26年
度完了）や、文化交流拠点文化複合施設「丹鶴ホール」が
誕生（令和3年10月開館）

「自然と歴史を生かした
文化交流ゾーン形成」とし
て新宮市における「かわ
まちづくり」に関連する事
業として位置づけられる。

「池田の渡し」は、対岸の「鵜殿の渡し
」とともに、伊勢路からの参詣で熊野
川を渡る多くの人々に利用されてい
た。
また、材木や木炭輸送の拠点として
活況を呈していた。



２．事業効果等の確認（２／５）

■費用対効果分析の算定基礎となった要因の変化

・事業費と事業実施期間は、最終変更時の計画と変わらない。

・関係市（新宮市）の世帯数は若干ではあるが減少している。
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最終変更時の計画
（前回再評価平成29年）

実績
（今回評価令和4年）

差分 備考

事業費 5.9億円 5.9億円 －

・集計元データの国勢
調査年度の違いによ
り関係市町世帯数は
減少した。

事業実施期間
平成17年～平成34年

（18年間）
平成17年～令和4年

（18年間）
－

関係市町世帯数

13,617世帯

* 平成27年度国勢調査
* アンケート集計範囲16km

13,123世帯

* 令和2年度国勢調査
* アンケート集計範囲16km

約500世帯減
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■事業の効果の発現状況（１）

池田港地区を含む熊野川右岸(1-2k）の利用者数

２．事業効果等の確認（３／５）

河川空間利用実態調査（紀南河川国道事務所）に基づき算出

水防訓練 河川巡視や消防等の船着き場として活用

・池田港を含む熊野川右岸1.0～2.0k区間では、推定利用者が整備前77人（平成21年度）（うち池田港24人）と比較して
278人（平成31年度）（うち池田港86人）に増加しており、水辺周辺の賑わいが活性化している。

・当該地を水防訓練や河川巡視船の船着場に活用しており地域防災力向上につなげている。また、新宮市の花火大会等
のイベント等で活用されるほか、池田港を含めた水辺の使用推進方策を検討している。

・世界遺産登録を受けて開始された川舟下り事業は好評を博しており、池田港は川舟下りの寄港地として活用可能であ
るため、熊野古道（川の参詣道）とまちなかの歴史資源をつなぎ水辺の利用をさらに推進する。
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熊野川右岸（1-2k）年間推定利用者数

紀伊半島大水害
（平成23年）

池田港整備
（平成29年度）

人

77

278

うち池田港

86
うち池田港24

熊野川

川舟下りの利用者数

新宮市商工観光課への聞き取りによる

写真提供：新宮市

七夕行事

新宮花火大会

川舟下り

令和3年5月 令和3年10月

写真提供：新宮市

写真提供：新宮市

熊野川周辺におけるイベント

2月 御燈祭り
4月 桜スポット（丹鶴城公園）
7月 七夕行事
8月 熊野徐福万燈祭

（新宮花火大会等）
10月 熊野速玉大社例大祭・

御船祭
通年 川舟下り

(12～2月は団体のみ)
随時 水防訓練、河川巡視等
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■事業の効果の発現状況（２）令和4年10月実施のアンケートの結果まとめ

２．事業効果等の確認（４／５）

「最近は以前より散歩やランニングで健康維持に努めたりストレス発散等される方を多く見かけます。その時に景観が良いと気持ち
が晴れると思います。そこから仕事の効率が上がったりすると、更に地域の経済環境の向上、地域の活性化につながることが期待
できると考えます。」 （新宮市・30代女性）

「中学生の時に初めて池田港に釣りをしに行きましたが、景観が悪くゴミも散乱していて釣りをしていてもコンクリートに藻が付着し
ていて足元が滑りやすいので転倒したりしていました。今では整備していただいたお陰で上記の問題も解決できています。夜になる
と鵜殿港と北越コーポレーション株式会社紀州工場の灯りがきれいで散歩に来る人が護岸で見ているのが覗えます。台風が多くな
る時期でも濁流で流れてくるゴミも目立たなくなり清掃しやすい環境です。」（新宮市・40代男性）

周辺住民の声
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熊野速玉大社

丹鶴城（新宮城）公園
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西村記念館

徐福公園
浮島の森
権現河原

丹鶴ホール
その他

いかない

周辺住民による池田港の印象の変化（5段階評価）
令和4年10月アンケート調査による。池田港を訪れたことがある人が回答。そのうち、整備前は居住年数が15年以上の人が回答
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整備前（約15年前）n=200

整備後（現在）n=212

整備前（約15年前）n=200

整備後（現在）n=211

整備前（約15年前）n=201

整備後（現在）n=214

河川利用のしやすさ

水への親しみやすさ

景観のよさ

しづらい しやすい

親しみづらい 親しみやすい

景観が悪い 景観が良い

池田港を訪れる際の他箇所への立ち寄り

熊野川

5段階評価における良い
評価の回答割合が増加

5段階評価における良い
評価の回答割合が増加

5段階評価における良い
評価の回答割合が増加

・池田港に対する周辺住民の印象は、「河川利用のしやすさ」、「水へ
の親しみやすさ」及び「景観のよさ」の点で大きく改善した。

・池田港を訪れた周辺住民の約6割は丹鶴城公園、阿須賀神社、熊
野速玉大社、丹鶴ホールなどを訪問すると回答しており、池田港
の整備が「かわ」と「まち」をつないでいることを示唆している。

・周辺住民の声からも、水辺の利用推進効果がうかがえる。
・利用者数の増加のほか、周辺住民の声では、池田港の整備を契機

として、熊野川の自然環境や水辺の文化・歴史・景観を活かしなが
ら賑わいを創出することへの地域のニーズが高まっている。

「整備前はゴミとか目立ちましたが、整備されてからは景観が良くなったと思
います。」（那智勝浦町・40代男性）

「昔にくらべると現在はとてもきれいだと思います。犬の散歩道としても大変役
に立っています。」（新宮市・50代男性）

「町の活性化になる良い事業と思います。歴史のある町であるので、他にもこ
のような場所があれば整備して頂けたらと思います。」（御浜町・60代男性）

「きれいに整備されました。町の価値が上った感じがします。他府県から来ら
れた親戚や知人に説明してあげたいものです。」（新宮市・70代以上男性）

対岸の工場の灯り

写真提供：新宮市（「街の夜明け」）



平成12年 平成17年 平成22年 平成27年 令和2年

世帯数 31,627 31,543 30,743 29,704 28,479

人口 77,620 74,743 70,272 65,634 60,669
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受益範囲（池田港から16km圏内）※の人口と世帯数の推移
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２．事業効果等の確認（５／５）

■社会経済情勢の変化

・平成23年紀伊半島大水害を契機に、当該地区の堤防整備を兼ねた池田港地区かわまちづくりに計画を変更され、治水と環
境のニーズを両立させている。

・池田港地区かわまちづくりに係る関係市町（受益範囲内）の人口・世帯数は減少傾向である。

・事業の完了後、事業の実施に起因する環境変化に関する問題及び指摘はみられない。

■事業実施による環境の変化

※受益範囲には、新宮市、那智勝浦町、太地町、 熊野市、御浜町、紀宝町が含まれる。

当初計画

完成イメージ
(H23,H26事業再評価資料)

完成イメージ
(H29事業再評価資料)

熊野川

計画変更
（紀伊半島大水害を契機に計画変更）

平成23年紀伊半島大水害を契機にした計画の変更



□事業効果：事業完了に伴い、費用対効果分析を実施する。

□便益（B）：沿川住民を対象としたCVMアンケートによる支払意思額（WTP）から年便益を求め、評価期間を考慮し、残存価値
を付加して算出。
ただし、過年度完了箇所に係る事業は、過年度の算出結果を基に令和４年に基準年を変え、現在価値化し算出。

□費用（C）：事業に係る建設費および維持管理費で算出。

□水系全体のB/Cは1.3（事業全体）

■事業の投資効果（費用対効果）
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３．事業の必要性等に関する視点

名称 便益 (B) 費用 (C)
建設費 費用便益費

（B/C）維持管理費

新宮川総合水系環境整備事業 143億円 111億円
104.0億円

1.3
7.0億円

水環境改善に係る事業
市田川浄化事業

107億円 94億円
86.9億円

1.1
6.7億円

水辺整備に係る事業

36億円 17億円
17.1億円

2.0
0.4億円

新宮川水辺プラザ
23億円 7億円

6.4億円
3.5

0.1億円

池田港地区かわまちづくり
13億円 11億円

10.7億円
1.2

0.2億円

■費用対効果分析結果

■算出条件等 評価基準年：令和4年度
施設完了後の評価期間：50年間
建設費 ： 37億円
維持管理費 ： 7億円
※ 上記は現在価値化前の値である

※ 総便益（B)、総費用（C)は、基準年（令和4年度）での現在価値化した値である。
※ 便益・費用の合計値は、計算値と一致しないことがある。

平成26年度完了箇所

平成26年度完了箇所

今回完了箇所



水環境整備事業

池田港地区かわまちづくり 新宮川水辺プラザ 市田川浄化事業

評価時点

整備期間 平成17年度～令和4年度 平成13年度 平成3年度～平成19年度

評価期間 整備期間＋50年間 整備期間＋50年間 整備期間＋50年間

アンケート実施年月 令和4年10月 平成23年6月 平成23年6月

受益範囲 16km 16km 30km

2,000票 1,600票 1,030票

（郵送） （郵送） （郵送）

回答数 622票 504票 278票

（回答率） 31% 32% 27%

有効回答数 307票 351票 212票

（有効回答率） 49% 70% 76%

支払意思額 278 円/月･世帯 236 円/月･世帯 385 円/月･世帯

14,240世帯 15,685世帯 48,554世帯

（令和2年国勢調査） （平成17年国勢調査） （平成17年国勢調査）

水辺整備事業

令和4年度

配布数

集計世帯数

・完了箇所、過年度完了箇所におけるCVMの算出条件は以下のとおり。

・過年度の調査結果を踏襲するとともに、「河川に係る環境整備の経済評価の手引き（平成31年3月：国土交通省水管理・国土
保全局 河川環境課）」に基づいて算出した。
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３．事業の必要性等に関する視点
■事業の投資効果（費用対効果）

※ 池田港地区かわまちづくりの前回再評価（平成29年度）におけるアンケート（平成29年7月）における支払い意思額は249円/月・世帯であり、今回約12%増加した。
※ 集計世帯数とは、事前アンケート調査結果に基づいて設定した集計範囲（受益地域の内から平均WTPの集計対象とする地域）内に存在する世帯数をいう。

平成26年度完了箇所今回完了箇所 平成26年度完了箇所
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３．事業の必要性等に関する視点

□前回の事業再評価（平成29年）と今回の事後評価（令和4年）における費用便益費（B/C）の差の要因は、以下のとおり。

総便益（B) ： アンケート実施による支払意思額の増加

基準年の違いによる集計範囲内の世帯数の減少

項目
令和4年度

事後評価

（参考）

平成29年度

再評価

主な要因

Ｂ／Ｃ 1.3 1.3 下記総便益と総費用の関係による。

総便益（Ｂ）

143億円 110億円 ・アンケート実施による支払意思額の増加（約1.3億増）

・基準年の違いによる集計範囲内の世帯数の減少（約0.6億減）

・現在価値化基準年の違いによる増加（約31.6億増）【154億円】 【150億円】

総費用（Ｃ）

111億円 82億円

・現在価値化基準年の違いによる増加（約28.8億増）

【43億円】 【43億円】

【 】 現在価値化前の値
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３．事業の必要性等に関する視点

・完了箇所においては、事業効果の発現が十分確認されており、さらに今後は地元の防災訓練や行事で活用することで効
果発現が期待できることから、事後評価及び改善措置の必要性はないと考えている。

・計画・調査のあり方及び評価手法は、最新の知見に基づいて実施しており、現時点で計画・調査のあり方や事業評価手法
の見直しの必要性はないと考えている。

■今後の事後評価及び改善措置の必要性

■同種事業の計画・調査のあり方や事業評価手法の見直しの必要性

・市田川浄化事業では、市田川、浮島川及び浮島の森の水質が改善され、効果が発現されている。
・新宮川水辺プラザでは、水際部の文化資源保全及び水辺の利用が促進され、効果が発現されている。
・池田港地区かわまちづくりでは、利用者数の増加や周辺住民の声などから、水辺の利用推進効果がうかがえる。
・以上のように、新宮川総合水系環境整備事業は、自然環境や水辺の文化・歴史・景観を活かしながら、賑わいを創出する

ことに対する地域のニーズも踏まえ、目的とした事業効果が確認されており、社会情勢の大きな変化も予測されないため、
改めて事後評価を実施する必要はない。


























